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メロン、丸い形は地球に見える？メロンのようにおいしく、その表面の網目のように
緻密なネットワークを広げる月刊情報誌をめざします！
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　「みのお市民人権フォーラム」は、学校・行政・PTA・企業・民主団体など多くの方々と共に「夢と好奇心・
まちと生活と人間を大切にする、豊かな箕面を創造するため、人と人とが出会い、互いに認めあえる、
多様な人権尊重の市民運動を発展させよう」をテーマに1986年に始まった。第１回目のタイトルは、
「いっさいの差別を許さない箕面教育・保育研究集会」。1997年に「みのお市民人権フォーラム」に改称し、
今回で第36回となる。
　このフォーラムは、基幹講演となる全体会と6つの分科会（地方自治、部落、女性、こども（教育）、
障害者、在日外国人）から構成されており、実行委員は学校や行政、市民団体等から参加希望者を募
り毎回約 50名が参加している、それぞれ希望する分科会に所属しながら企画を練る、「在日外国人」
分科会への実行委員担当者は11名となった。
　担当者会議では、企画内容の検討から始まり、テーマや講演者の候補を検討していたが、2021年 8
月に京都府宇治市ウトロ地区の放火事件、2022年 4月には大阪府茨木市のコリア国際学園での放火事
件など、ヘイトクライムと考えられる事件が身近で発生していた。このような事件が起こる原因や背景、
偏見や差別感情がどうして生まれるのかを考える機会を作ることが当分科会の意義であると考え、講
演者については、在日コリアン三世として在日韓国民主人権協議会事務局長、大阪コリアタウン理事
などを歴任され、幅広い活動と経験のあるコリアＮＧＯセンター代表理事の郭

かく

辰
ち ぬ ん

雄さんに依頼するこ
ととなった。
　講演に先立ち郭さんからはニュース映像や写真など58ページ
にも及ぶ資料が送られてきた。
　初めに郭さん自身の生立ちや活動の状況などの紹介があり、
その後、ヘイトスピーチやヘイトクライムの定義や関連する事
件や発生件数などが報告された。その中で実際のヘイトスピー
チの現場映像や音声をみると、憎悪に満ちた言動に誰もが恐怖
を感じるものであり、ヘイトを受けた者はその場だけでなく、

【報告】第 36 回（2022 年度）みのお市民人権フォーラム
「在日外国人」分科会【在日コリアンが語る多文化共生】
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　「 国 境 な き 医 師 団（Médecins Sans 
Frontières=MSF)」の手術看護師として 11 月ま
で南スーダンに赴任していた佐藤真史さん（市
内在住）によるセミナーが、1 月 7 日 comm 
cafe にて開かれた。現地で 3 カ月間、医療に
従事したのち帰国。今回のように、活動内容や
目撃したことを報告するのも「証言活動」と
いって重要な任務である。

　【国境なき医師団とは】

　1971 年にフランスで設立され、欧州５カ国
にオペレーション事務局（フランス、スイス、

精神的にも長期間にわたるダメージや恐怖感が残り、年齢や性別
に関係なく計り知れない弊害が生じる実態が報告された。
　歴史的な背景を正しく理解しなければ、誤った情報が誤解を生
み、相手を理解することもなく「ヘイト」が行われる。法的な課
題などを含め、差別をする側とされる側の意識の違いなどを大変
分かりやすく説明された。
　また、ヘイトスピーチ解消法における課題や、近年のネット社
会におけるフェイクニュースが根拠のない誹謗中傷に繋がる危険
性なども紹介され、後半では、京都ウトロ放火事件とコリア国際
学園放火事件の被告の供述内容を含め、裁判経過などの詳しい説

明もあった。2時間の講演時間、郭さんの説得力のある話し方、歴史的なデータや学術的、理論的な説
明に38名の聴講者全員が感銘を受けていた。
　最後に「キムチ」の話で場は和んだ。今、日本国内で一番売れている漬物が「キムチ」なのは驚きと
同時に納得できる。一昔前は、臭い、辛い、韓国の漬物と言うだけで食べられなかったが、食べてみて
初めて分かる美味しさ。差別の根源は誤った情報や誤解、思い込みが、その本質にあることをあらため
て認識できる。この誤解や思い込みを少しでもなくす良いヒントが「キムチ」ではないかと。
　「相手が何を感じ、どう考え、自分は何を感じ、どう考えているのか。」違いを感じる相手と話す機会
を持ち、その違いを互いに認めることが多文化共生社会に必要であるのだと感じた。（宇治野）

『知ることで変わる未来〜南スーダンの今』
スペイン、オランダ、ベルギー）、日本を含む 26
カ国にパートナー事務局がある。紛争地や難民キャ
ンプ、自然災害や飢餓に苦しむ地域、僻地での援
助などに取り組んできた。人員の半分は非医療ス
タッフであり、物流や給料の管理、現地スタッフ
の採用、事務や電気・水道、車のメンテナンスなど、
仕事は多岐にわたる。政治的に中立であるべき団
体なので、ほとんどが民間からの寄付で賄われて
いる。

【南スーダンの今】

　北部はエジプト、南部はイギリスの影響が大き
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かったスーダンが独立したのは 1956 年。その
後、内戦が勃発したが、曲折の後、南スーダ
ンは 2011 年にスーダンから分離・独立した世
界で一番新しい国である。2013 年には再び内
戦が始まり、和平合意した後も、政治派閥や
部族の違いから争いや暴力が頻発している。
　佐藤さんはアビエイという緩衝地帯で医療
に従事。主な症例として、火傷、膿瘍、銃創、
帝王切開などがあったという。滞在中、洪水の
ために国土の三分の二が被害を受けて道路が
分断され、物資が届かない状態になった。その
上、部族間の衝突が再燃して患者が急増。ベッ
ド不足や新人スタッフへの教育、不衛生な環
境、夜間救急手術など、さまざまな問題に直
面しながら活動を続けた。

【南スーダン　＃答えは変えられる】

　一枚の用紙が配られ、５つの質問に答える
ワークショップがあった。たとえば、「目の前
に大火傷を負った少女がいます。どうします
か」「お昼時、お腹が空きました。どうします
か」というもの。〈答え〉は「炎天下の中、病
院まで三日間歩いて連れていく」「空から降っ
てくるのを待つ（緊急投下）」。南スーダンで
実際に起きたことだそうだ。筆者は日本での

出来事として考えたの
で、提示された〈答え〉
に衝撃を受け、衛生的
で合理的な生活が当た
り前でないことを改め
て知った。このような
現実を知り、変えてい
くためのワークショッ
プは種々あるので、ぜ
ひMSFの HPで調べて
ほしい。

 【ボランティアとして】

　佐藤さんは子どもの頃から国際協力に興味があ
り、看護師としての経験を積んだ後、応募、採用
された。専門の知識のみならず、高度な語学力、
全人格的な資質を求められるとのことで、佐藤さ
んは楽天的な性格がよかったのだろうという。
　いまだ不安定な政情で、医療へのアクセスも容
易でない南スーダン。しかし、「国境なき医師団」
の一員として地道に働く現地スタッフの、よりよ
き未来へ馳せる思いは強い。首都ジュバのような
都会もあり、人々の献身、郊外の平原に沈む夕日
の美しさなど、佐藤さんからは厳しい状況とは
違った面への言及もあった。また、南スーダン出
身の参加者から、このようなセミナーが開かれる
ことへの感謝とさらなる理解・協力への希望が述
べられた。
　まずは、知ることが最初の一歩である。他の参
加者からは、当団体への応募や、子ども・女性に
効果的に使われるような寄付についての質問が寄
せられていた。（山下）



箕面市国際交流協会の

多言語による生活相談窓口

電話

soudan@mafga.or.jpメール
( 日本語・英語）

子育てや教育、仕事、医療、福祉、在留資格
など、生活での悩みや困りごとに対応します。
秘密厳守。相談は無料です。
　日時：火曜日から日曜日　9:00~17:00
　受付方法：来館、メール、電話
　対応言語：日本語、韓国 ･ 朝鮮語、
　　　　　　中国語、英語、ポルトガル語
　場所：箕面市立多文化交流センター

072-727-6912
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　フランスでポエトリーリーディング（詩の朗読会）
に行ってきた。元々は 2 年前にポエトリーリーディン
グの世界大会があり行く予定であったが、コロナでオ
ンライン開催となり、その時取った航空券が宙に浮い
たままになっていた。せっかくだからと今回フランス
行きを決行した。

　初めて訪れたフランス。印象を一言で言うと、元気
な大人が多かった。人生を楽しみ謳歌している姿が目
に強く焼き付いた。日本ではみな何かに追われ、タス
クをこなしている人が目に付いていたので、新鮮だっ
た。また、パリは言わずと知れた「多民族都市」。多種
多様な人が道を行き交っていた。イギリスで多く見か
けたインド人があまりおらず、代わりにアフリカ大陸
出身者がとても多かった。両国とも、元植民地と宗主
国の関係性を考えずには居れなかった。

　
　また、らくがきが街のいたる所で見られたことも印象的だった。まるで街そのもの
がお喋りをしているようだった。この野放図に繰り広げられるらくがきから、フラン
ス（パリ）の人たちの懐の深さを感じた。人間は綺麗ごとばかりでは生きていけない。
合理性や理論だけでは息がつまる。そのガス抜きをおおらかに許容している証しだと
感じた。らくがきは一般的によくないものだ。書かれてい
ることもおそらく不真面目だったりくだらなかったりする
だろう。ただ、どこまでの「負」が、公共の場で許容され
るのか。このようなことを日常で試される、モラルのバロ
メーターのようだと感じた。

　食事は、どれもおいしかった。円安の影響でとても高かっ
た。高くて不味かったら不満だが、ちゃんと丁寧に作られ
た味。食事を大事にする文化は、日常を丁寧に送ろうとす
る気概を感じられる。なんてことないパンやハム、チーズ
が、とても美味しくて驚いた。（野崎）

コラム

Vol. 

アートの小箱　

フランス旅行記 パート I「らくがきの街」

多文化共生社会ってなんなんだ、と問い続け、アートの世界にその糸口
を得た野崎ターラー（協会職員・アート活動家）による、不定期コラム。
読者のみなさんにも、アートの世界に触れ、共生のヒントを感じてほしい。13

↑街中のらくがきの一例

↑地下鉄の表示も機械的でない
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★コロナウイルス感染拡大防止のため変更になる場合があります。最新情報は、Facebook を確認ください。

10

休館日

朝カフェ
ランチ　￥950 

午後カフェ　

*売り切れ次第終了します

 9:30 - 11:30
11:30 - 14:00

14:00 - 17:00

世界の朝ごはん￥770（ドリンク付）

日・祝日

火・木～土

ス イ… スナック & スウィーツの日 … カフェで開催するイベント

* ランチはありません

10:00 - 13:00   

おしらせ

2

ティーさん
≪ベトナム≫

ホーさん
≪香港≫

25

休館日

休館日

洪さん
≪コリア≫

2423

■コロナウイルス感染拡大防止対
策のため、マスク会食にご協力く
ださい。

【スナック＆ドリンクメニュー　価格改定のお知らせ】

コムカフェクーポン（黄色）の使用期限は、
３月 31日までです！ご注意ください！

店休日

店休日

店休日

山口さん
≪中国≫

店休日

1

店休日

26

27

休館日

ジェニーさん
≪アルメニア・シリア≫

ノックさん
≪タイ≫

コブさん
≪タイ≫

世界の朝ごはん
≪ベラルーシ≫
10:00 ～ 13:00

協会主催事業のため
カフェはお休みです。

［祝］

28

フランクリンさん
≪キューバ≫

ルーパさん
≪インド≫

10:00～11:30
コムカフェシェフと出会う旅イ

３

【おもな価格改定の内容（税込）】
 ・ブランチセット（単品）： 410 円 ⇒ 560 円
 ・スパゲティやカレーなどの軽食： 660 円 ⇒ 770 円
 ・コーヒー、紅茶、100％ジュース類： 300 円 ⇒ 350 円
※ゆず茶やマンゴーラッシーなどは、１月から 50 円程度値上げ
　しております。

これまで価格維持のための努力を続けてきましたが、
原材料の価格の高騰が収まらず、
2月から一部のメニューの価格を変更しています。
皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

ス MAFGAスナック

ス MAFGAスナック
ノックさん
≪タイ≫

フランクリンさん
≪キューバ≫

ティーさん
≪ベトナム≫

30 3 1

ス MAFGAスナック

ス MAFGAスナック

ス MAFGAスナック

ス MAFGAスナック

10:00 ～ 12:00
ワークショップ：記憶は弱者にありイ

12:00～14:00
アートの小箱を開けてみるイ

世界の朝ごはん
≪ベトナム≫
10:00 ～ 13:00

世界の朝ごはん
≪トルコ≫
10:00 ～ 13:00

● ベジタリアン、ハラル、アレルギー対応については、カフェのスタッフまでお気軽にお尋ねください。
● メニューやシェフは変わることもあります。また急きょ、協会主催事業により貸切になることもあります。
● 詳細は、Facebook をご覧ください。https://www.facebook.com/mafgachallengecafe
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国際交流協会（ＭＡＦＧＡ）からのお知らせ
下記についての問合せ・申込みは（公財）箕面市国際交流協会まで　　※開催場所：箕面市立多文化交流センター

☎：072-727-6912 　FAX：072-727-6920 　 ：info@mafga.or.jp
イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。最新情報は協会HPを確認ください。www.mafga.or.jp

イベント情報

コムカフェシェフと出会う旅 2023
　モンゴル出身ボルマーさんに聞く！身近な仏教思想～チベット系仏教

3/25( 土 )
10:00-11:30

連続講座セミナー 対象　：どなたでも
定員　：20 名
場所　：コムカフェ
参加費：一般 550 円
　　　　賛助会員・学生　無料
　別途、ワンドリンクの注文が必要

コムカフェシェフとの交流企画
「あなたは、あなたの食べるものでできている」口から入っていく食事の
話を通じて、仏教の根本である縁起について、チベット仏教、仏教哲学の
視点から、モンゴル出身のボルマーさんが話す

年間コース 受講開始日 日程 時間 講師 定員
①　ショーンさんのせんば英会話 L-1 船場生涯学習センター 毎週水曜　(4/12~) 10:30-11:30 ショーン・ジョーンズ 10名
②　マリナさんのせいなん英会話 L-2 西南生涯学習センター 毎週水曜　(4/12~) 10:00-11:30

東堂マリナ

15名

③　マリナさんの日常英会話 L-2

多文化交流センター

毎週木曜　(4/13~) 13:30-15:00
④　ドナルドさんのテーマで英会話 L-3 毎週金曜　(4/21~) 13:00-14:30 ドナルド・ギャグナー
⑤　ショーンさんのトピックで英会話 L-3 毎週水曜　(4/12~) 13:00-14:30

ショーン・ジョーンズ⑥　ショーンさんの日常英会話 L-1 毎週金曜　(4/14~) 13:30-15:00
⑦　アレッシアさんのイタリア語 L-2 毎週木曜　(4/13~) 9:30-11:00

アレッシア・シルヴェストロ⑧　アレッシアさんのイタリア語 L-3 毎週木曜　(4/13~) 11:15-12:45
⑨ 　ロニーさんのスペイン語 L-2 毎週土曜　(4/15~) 13:00-14:30 ロニー・マサリエゴス
⑩　ロクサナさんの子ども英会話 K-1 毎週水曜　(4/12~) 16:30-17:30 ロクサナ・ロペス

10名⑪　ロクサナさんのせんば子ども英会話 K-1 船場生涯学習センター 毎週木曜　(4/13~) 18:00-19:00 ロクサナ・ロペス
⑫　ネルソンさんの子ども英会話 K-2 多文化交流センター 毎週水曜　(4/12~) 17:30-18:30 ネルソン百合子

国際理解のための語学講座　受講者募集 ◎申込み期間　：　3/24（金）まで
◎申込み方法、受講料、その他詳細は、協会 WEB サイトから！

＊各講座の対象レベルの目安：　L-1（入門）L-2（初級）、L-3（中級）、K-1（小学校低学年）、K-2（小学校高学年）

アートの小箱を開けてみる　vol.11 対象　：どなたでも
定員　：10 名
場所　：コムカフェ
参加費：ワンドリンクオーダー制
　　　　　　（300円程度）

アートに興味のある方、大歓迎！お題は「2022年度の胸キュン大会」
本や映画、ニュースー心を揺さぶったモノやコトを話しましょう！
テーマの脱線、拡大、大歓迎！！聞くだけの参加もOK。
　◎ 野崎ターラー（協会職員・アート活動家）

3/26（日）
12:00-14:00

イベント

3/11( 土 )
10:00-11:30

連続講座セミナー 在日朝鮮人から見た多文化共生～記憶は弱者にあり
「在日コリアン」がなぜ長く日本に暮らしているのかをご存じですか？　自分とは
異なる人と「共生」するとはどういうことか、ワークショップを通して考える。
　◎金梨花（ストーリーテラー）

対象　：どなたでも
定員　：15 名（要申込）
場所　：コムカフェ
参加費：無料（ワンドリンク制）
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問合せ・申込みはそれぞれの各団体へお願いします。

他団体からのお知らせ

みんぱく

コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの内容が変更、延期、または中止になる可能性があります。

場所：　千里山コミュニティセンター
　　　　（吹田市千里山霧が丘 22-1）
参加費：　1,000 円
定員　：　100 名（当日可能）
申込・問合せ：
　　平和なまちづくり吹田ネットワーク
　　渡辺　090-5067-6760

特別展：ラテンアメリカの民衆芸術

第 3 回　ペルシャンコンサート＆ダンス
イランの音楽とダンス　イランでは春分の日が新年（ナウルーズ）の始まり　ナ
ウルーズを一年の節目とする慣習の地域の民族ダンスや優雅なペルシャ古典舞踊
の披露。ピアノの先祖といわれるサントゥールや杯型の打楽器トンバクの演奏、
美しいペルシャ語の歌もあり。出演： Kaaj Dance他

場所　：メイシアター　小ホール
　　　　　（吹田市泉町 2-29-1）
参加費：　大人 3500 円　
　　　　　小学生 1500 円
　　　　（事前申込）
問合せ：右記QRコードより

自由を奪われるひとびと～収容する社会を考える～〜
この社会には、人の自由を奪い管理する施設が多数ある。もしも自分や家族、
友人、知人が、何かをきっかけに自由を奪われたとしたら？
入管収容施設などに焦点をあて、人すべての人が生まれながらにして持つ権利

「自由」について、ともに考える。オンライン視聴（1,000円）も可能

イベント

3/5（日）
18:30-

集合場所　：Loft PlusOne West
（大阪市中央区宗右衛門町 2-3）
参加費：一般：1800 円前売料金有
学生・障害者：1000 円（介助者 無料）
主催：　＃FREEUSHIKU　
        Save Immigrants Osaka 

場所　：千里ニュータウン情報館
　　　　（吹田市津雲台 1-2-1）
開催時間：　9時～ 17 時 30 分（月曜休館）
料金　：無料
主催：吹田市立千里ニュータウン情報館
問合せ：吹田市計画調整室 06-4860-6217

映画祭

小説、研究書、地域紙、絵本…「ニュータウン」についての「読む資料」を一挙公開！
マニア本からラブストーリーまで、知らないニュータウンが情報館に大集合し
ています。＜関連イベント＞（オンライン企画）●発掘！私がオススメのニュー
タウン本大会　要事前申込　3/8（水）19:30～21:00　3/22（水）19:30～21:00

3/10（金）
-19（日）

阪大生がレポートする台湾

イベント

コンサート

3/12（日）
13:30-15:30

3/9（木）
～ 5/30（火）

近年日本で人気上昇中の台湾。大阪大学中国語専攻の学生の視点から、台湾の
観光、コンビニ、ジェンダー教育について紹介する。
発表後には発表担当学生や留学生との交流会も。台湾の「今」にふれませんか。

セミナー

2021年3月名古屋入管で亡くなったウィシュマさ・サンダマリさんに、何があっ
たのか。外国人学校に対する官製ヘイト、技能実習生、難民、入管の実態など
外国人差別の本質にせまるドキュメンタリー映画の上映会。
会場は、阪急千里山駅前すぐ（2022年／114分／カラー／監督：高賛侑）

上映会

あふれる色とはじける形　ラテンアメリカでは、民衆のつくる洗練された手工芸
品を民衆芸術（スペイン語でArte Popular＝アルテ・ポプラル）と呼ぶ。メキシ
コからアルゼンチンまでの民衆芸術作品400点を展示する。
期間中、関連イベント多数。

場所　：国立民族学博物館
　　　（吹田市千里万博公園 10-1）
開館時間：　10 時～ 17 時（水曜休館）
観覧料：一般　880 円
　　　　大学生 450 円　高校生以下無料
主催・問合せ：　
国立民族学博物館　06-6876-2151

第 18 回　大阪アジアン映画祭　
「大阪発。日本全国、そしてアジアへ！」
日本を始めとした台湾、韓国、香港、フィリピン、インドネシア、バングラデシュ、
インドなどのアジアの各地から集めた映画を上映。ゲストトークも充実！ここ
でしか出会えない映画と出会う10日間。大阪中ノ島美術館等での上映会もあり。

場所：　ABCホール、
　　　　シネ・リーブル梅田　他
チケット代：　一般 1,300 円　他
　　　https://oaff.sboticket.net/
主催：　大阪アジアン映画祭
　　　https://www.oaff.jp/2023/

場所：　箕面市立船場図書館
　　　　　（箕面市船場東 3-10-1）
参加費：　無料
定員：　30 名（要予約）
主催：　大阪大学台湾研究講座
申込・問合せ：船場図書館　
　072-727-1033　（申込受付３月１日～）

千里ニュータウン情報館企画展「ニュータウンを読む」イベント

開催中
～ 3/26（日）

3/11（土）
14:00-

（13:30 開場）

映画「ワタシタチハニンゲンダ！」上映会

3/11（土）
14:00-



 

　自治体国際化協会の多文化共生ポータルサイトの年末のコラム欄にはその年の多文化共生 10 大ニュースが登
場する。昨年は経団連の提言「2030 年に向けた外国人政策のあり方」、JICA の「外国人との共生社会の実現に
向けた報告書」、政府の「外国人との共生社会の実現に向けたロードマップの策定」、長野県の「多文化共生基本
法制定を国に求める長野宣言」など極めて活発な動きがあった。今後 20 年間（2021 － 40）で生産労働人口が
1470 万減る日本。増える高齢者を少ない生産年齢人口で支える。少しでも GDP の増加が欲しいところだ。JICA
は日本の GDP 目標成長率を年率 1.24％（80 年代平均 4.3％、過去 20 年平均 0.5％）とした場合、外国人材がど
れほど必要かを算出した。今後自動化投資を十分行っても 2040 年には 674 万人が必要と言う（現在 172 万）。家
族を含めると 1000 万人台。初めて本格的に出された数字は今後の日本経済にとって大事なことの一つが外国人
材の受け入れであることを明確に示した。
　ところが欧州のある団体が算出している移民統合政策指数（国がどれだけ外国人の受け入れ体制を整えている
かを示す指数）で日本の評価は 52 か国中 37 位と低い評価である。今のままでは外国人材の大幅増は難しい。昨
年の多文化共生関連での活発な提言は、こういう日本の将来への強い危機感の表れと言えよう。
　政府（関係閣僚会議）は 2018 年から始めた「外国人材の受け入れ・共生のための総合的対応策」を毎年改訂
している。昨年初めて 5 ヶ年（2022 － 26 年）のロードマップを作り、項目ごとに担当省庁を決めた。細かく検
討しているが、共生に関する理念や国、自治体、企業、国民の役割などを定めた基本法が無い中で誰が主導し全
体の尻を叩いて推し進めることができるのか気にかかる。また多くの事案でお金はどうするか、誰が負担するか
の議論に至っていない。ただ我々はこの政府の対応に賭けるしかない。日本の将来につながる成果を出して欲し
いと切に思う。我々も変わろうとしている国の動きに注視し協会の今後の在り方を考えねばなるまい。（荻野）

出　発 バス番号 最寄バス停
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「めろん」　編集スタッフ
【ボランティア】井嶋眞佐子、荻野克彦、黒田アリサ、崔聖子、中島美瑛、西岡夏希、山下三千世、鷲尾則昭

【事務局】 宇治野清隆、岩城あすか、河合大輔、末原真紀、中村由紀、鳥羽山良平

問合せ：（公財）箕面市国際交流協会　〒 562-0032 箕面市小野原西 5-2-36　多文化交流センター
Tel：072-727-6912　Fax：072-727-6920　E-mail：info@mafga.or.jp

HP：www.mafga.or.jp　FB：facebook.com/Mafga　みのお多言語ポータル：http://portal.mafga.or.jp/

30、55、56
58、59、66

175、176

70

70、78
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●（平日・土曜）黄ルート「多文化交流センター前」
　または赤ルート「小野原南」から西へ約 550m
●（日曜・祝日）緑ルート 「小野原西五丁目」から西へ約 200m
　※「多文化交流センター前」には停まりません。

小野原
小野原西
小野原南
小野原西５丁目
関西学院千里国際キャンパス
小野原
小野原西

千里中央
北千里方面から

阪急石橋から

ＪＲ茨木方面から

Ｇ . Ｓ
エネオス
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「めろん」は箕面市国際交流協会と協会ボランティアが協働し、
地域の多様性を高める情報をみなさんにお届けしています。
取材に行ったり、記事を書いたり、誌面をいっしょに作るボ
ランティアを募集しています。イベントやセミナーの企画や
勉強会なども行います。多文化共生に関心のある方、ぜひご
参加ください！！編集会議の日程などについては、協会まで
お問合せください。

めろん編集ボランティアスタッフ 募集中！

いつも「めろん」をお読みいただきありがとうござい
ます。「このテーマをもっと掘り下げてほしい！」「前
回の掲載されていた記事面白かったよ」「めろんで取
材にきませんか？」などなど、読者のみなさまから
のご意見・ご感想を大募集中！
info@mafga.or.jp まで、お寄せください。

めろんへのご意見・ご感想をお寄せください。


